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この一覧表は私が富山医科薬科大学(現、富山大学)附属病院時代とサンウッド薬局古沢(現、アイン

薬局大学病院前店)時代の１７年間にわたり和漢薬(煎じ薬)調剤に従事していた頃に、当時私達が調剤

に使用していた生薬(保険適応外の生薬も含む)についてメモしていたものを後年独立した時にまとめ

たものになります。様々な資料や当時の和漢診療部長の寺澤教授から直接聞いた話なども含まれており、

どの記載がどの資料によるかは今となっては全くもって不明です。

過去にいくつかの薬局さんには配布済みですが、内容は作成した当時のままであえて修正などを加え

ずに公開しますので内容の誤記や不十分な部分があるかと思います。従って利用されるとしたら他資料

などで十分確認された方が良いと思いますが生薬に興味のある方は参考にして頂ければと思います。

生薬は読みの五十音順で記載し、読み→生薬名→起源(学名表記は長いので途中まで)→科名→部位→

薬効(漢方独特の表現は別途調べてください)→性質(味、性、補、潤、降、収)の順で記載しています。

また性質の不明な部分は「？」や「―」で表記しています。

なお生薬の性質については以下のようになります。

味：生薬の味を示し、その味は対応する臓器を強化すると言われる。必ずしも現実の味とは同じではな

い場合もある。酸(ｻﾝ)：酸っぱさ。肝と対応する。苦(ｸ)：苦さ。心と対応する。甘(ｶﾝ)：甘さ。脾

と対応する。辛(ｼﾝ)：辛さ。肺と対応する。鹹(ｶﾝ)：塩辛さ。腎と対応する。

性：生薬のもつ体を暖めたり冷やしたりする作用の程度を示す。程度の著しいものには大を附記する場

合もある。寒：冷やす作用強い。涼：冷やす作用が温和。熱：暖める作用強い。温：暖める作用が

温和。平：作用がどちらでもないもの。

補／瀉：体を補う作用の程度を示す(表の項目では補の欄)。

  補：体を補い強化する作用。栄養をつける作用。瀉：体に入ってきた、又は蓄積した余分なものを

体外に追い出す作用。

燥／潤：体への水分調整作用(表の項目では潤の欄)。

  燥：体内の水分を排泄する作用。乾燥の燥の意味。潤：体内の水分を保持する作用。潤いをもたら

す作用。

升／降：体に対する作用の方向性（上下方向）を示す(表の項目では降の欄)。

  升：興奮、発汗、止瀉、下部出血防止など作用が上に向いて働く。降：止汗、鎮吐、鎮咳、鎮静、

上部出血防止、瀉下、利尿など作用が下に向いて働く。

散／収：体に対する作用の方向性（内外方向）を示す。升／降に作用的に似る(表の項目では収の欄)。

  散：発散、発汗作用があり、作用が体外に向かって動く。収：収斂、止汗作用、止瀉作用など作用

が体内に向かって動く。
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読み 生薬名 起源 科名 部位 薬効 味 性 補 潤 降 収

ｱｷｮｳ 阿膠
ﾛﾊﾞ、ﾗﾊﾞ

の類
ｳﾏ 膠

血を補い血虚を治す。止血作用。陰液

を増して不眠、煩躁、咽喉乾燥による咳

を治す。

甘 平 補 潤 降 収

ｱｾﾝﾔｸ 阿仙薬
Uncaria ・

・・
ｱｶﾈ

若 枝

ｴｷｽ

水滞を除き、滲出液の多い湿疹や化膿

性皮膚炎を治す。止血作用。

苦

渋
平 ― ― ― ―

ｱﾜ 粟 ｱﾜ ｲﾈ 種子
陰液を益して脾胃の機能を高める。陰

液不足による不眠、不安を治す。
？ ？ ― ― ― ―

ｲｹｲ 葦茎 ｱｼ ｲﾈ 茎
肺熱を冷まし肺の化膿性のできものを

治す。根茎は芦根（ろこん）という
甘 寒 ― ― ― ―

ｲﾚｲｾﾝ 威霊仙
ｻｷｼﾏﾎﾞ

ﾀﾝﾂﾞﾙ

ｷﾝﾎ ﾟ

ｳｹﾞ

根 ・

根茎

風湿を除き、気の巡りを良くして除痛。

痰水を除去し咳を鎮める。
辛 温 瀉 燥 降 散

ｲﾝﾁﾝｺｳ 茵蔯蒿 ｶﾜﾗﾖﾓｷﾞ ｷｸ 花穂 熱を冷まし、湿を去り、黄疸を除く 苦
微

寒
瀉 燥 降 散

ｳｲｷｮｳ 茴香 ｳｲｷｮｳ ｾﾘ 果実
気の停滞を巡らして胃の寒を除き胃痛、

嘔吐、食欲不振を治す。
辛 温 補 燥 平 散

ｳｽﾞ 烏頭
ｶﾗﾄﾘｶﾌﾞ

ﾄ

ｷﾝﾎ ﾟ

ｳｹﾞ
塊根

裏の寒湿を去り除痛。脾や腎を暖め代

謝機能改善。鎮痛効果強い。

大

辛

大

温
補 燥 升 散

ｳﾊﾞｲ 烏梅
ｳ ﾒ （ 未

熟）
ﾊﾞﾗ 果実

肺や腸の機能を整え、慢性咳嗽、慢性

下痢を治す。水を益し止渇。回虫を駆

除。

酸

渋
温 ― ― ― ―

ｳﾔｸ 烏薬
ﾃﾝﾀﾞｲｳﾔ

ｸ
ｸｽﾉｷ 根

肝の気滞により生じた痛みを気を巡らし

去る。腎を暖め寒を去り頻尿等を治す。
辛 温 補 燥 升 散

ｳﾗｼﾞﾛｶﾞ

ｼ

ｳﾗｼ ﾞﾛ

ｶﾞｼ

ｳﾗｼﾞﾛｶﾞ

ｼ
ﾌﾞﾅ 葉 （胆石症、腎石症） ？ ？ ― ― ― ―

ｴﾝｺﾞｻｸ 延胡索

Ｃ

orydalis ・

・・

ｹｼ 塊茎
血を活性化する。気を巡らし気滞を治

し、止痛、鎮痙。

辛

苦
温 平 燥 平 散

ｵｳｷﾞ 黄耆
ｷﾊﾞﾅｵｳ

ｷﾞ
ﾏﾒ 根

気益す。体表の防衛力高め止汗。利水

により腫れを去る。気血不足による化膿

性できものを治す。

甘
微

温
補 平 升 平

ｵｳｺﾞﾝ 黄芩 ｺｶﾞﾈﾊﾞﾅ ｼｿ 根

湿(水滞）と熱による熱性症状を冷まし治

す。心・肺・大小腸の熱を冷ます。肝の

陽気過剰を除く。内熱亢進による出血を

止める。妊娠を安定化する(女性）

苦 寒 瀉 燥 降 収

ｵｳﾊﾞｸ 黄柏 ｷﾊﾀﾞ ﾐｶﾝ 樹皮
湿(水滞）を除き、熱による熱性症状を冷

まし治す。腎・膀胱の熱を冷ます。
苦 寒 瀉 燥 降 収

ｵｳﾋ 桜皮 ﾔﾏｻﾞｸﾗ ﾊﾞﾗ 樹皮 （鎮咳作用。湿疹・蕁麻疹を治す） ？ ？ ― ― ― ―

ｵｳﾚﾝ 黄連 ｵｳﾚﾝ
ｷﾝﾎ ﾟ

ｳｹﾞ
根

心・脾胃・肝胆の熱を去る。気逆を治

す。肝気過剰を除く。
苦 寒 ― ― ― ―
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読み 生薬名 起源 科名 部位 薬効 味 性 補 潤 降 収

ｵﾝｼﾞ 遠志 ｲﾄﾋﾒﾊｷﾞ
ﾋ ﾒ ﾊ

ｷﾞ
根

気持ちを安らげる。痰を去る。できものを

治す。

苦

辛
温 補 燥 降 収

ｶﾞｲﾊｸ 薤白 ﾗｯｷｮｳ ﾕﾘ 鱗茎

胸部の気滞や水滞を巡らし胸痛や呼吸

困難を治す。胃の気滞を巡らし下痢を

治す。

辛 温 ― ― ― ―

ｶﾞｲﾖｳ 艾葉 ﾖﾓｷﾞ ｷｸ
葉 ・

枝先

体を温め気虚に伴う寒性の出血を止め

る。寒や湿を除き鎮痛。

苦

辛
温 瀉 燥 平 平

ｶｺﾞｿｳ 夏枯草 ｳﾂﾎﾞｸﾞｻ ｼｿ 花穂

肝の陽気過剰による目の発赤、腫脹、

頭痛、めまいを治す。熱を冷ましリンパ

節結節を散らす。降圧作用。

辛

苦
寒 ― ― ― ―

ｶｼ 訶子 ﾐﾛﾊﾞﾗﾝ ｼｸﾝｼ 果実

過敏な腸動きを調整し下痢を止める。肺

虚による咳嗽を治す。喉の通りを良くす

る。

苦

酸

渋

温 ― ― ― ―

ｶｼｭｳ 何首烏 ﾂﾙﾄﾞｸﾀﾞﾐ ﾀﾃﾞ 塊根

陰液を増し血を補い、腎の気を益して、

目のかすみ、腰のだるさ、下肢の無力、

を治す。腸を潤し便通を良くする。腫脹

を治す。

苦

甘

渋

温 補 平 升 収

ｶﾞｼﾞｭﾂ 莪朮 ｶﾞｼﾞｭﾂ
ｼ ｮ ｳ

ｶﾞ
根茎

気滞血瘀による腫瘤を解消する(女性：

無月経等）。腹部の気滞を改善し腹部

膨満感、腹痛を治す。

苦

辛
温 ― ― ― ―

ｶｯｺｳ 霍香 ﾊﾟﾁｮﾘ ｼｿ 全草

暑を冷まし暑気あたりを治す。水滞を巡

らし鎮嘔。気を巡らし腹部膨満、食欲不

振を治す。

辛

甘

微

温
― ― ― ―

ｶｯｺﾝ 葛根 ｸｽﾞ ﾏﾒ 根

表の仮の寒を除き、悪寒・頭痛・発熱を

治す。発疹を治す。水を産生し滋潤し鎮

痙し項背こわばり・痙攣を治す

甘

辛
平 補 潤 升 散

ｶｯｾｷ 滑石
珪酸ｱﾙﾐ

ﾆｳﾑ
― 鉱物

水を巡らし、排尿困難、尿量減少を治

す。熱を冷まし、暑熱による口渇、胸

苦、口渇を治す。

甘 寒 平 燥 降 散

ｶﾛｺﾝ 瓜呂根 ｷｶﾗｽｳﾘ ｳﾘ 根

水を産生して熱を冷まし、燥を潤し口

渇、多飲を治す。肺熱性の咳を治す。

腫れを去る。

甘

酸
寒 瀉 潤 降 収

ｶﾛﾆﾝ 瓜呂仁 ｷｶﾗｽｳﾘ ｳﾘ 種子
肺を潤し痰を除く。腹部の気滞を巡らし

便通を良くする。
苦 寒 平 潤 降 散

ｶﾝｷｮｳ 乾姜

ｼ ｮ ｳ ｶ ﾞ

（ 蒸 乾

燥）

ｼ ｮ ｳ

ｶﾞ
根茎

脾胃を温め陽気を高め、腹部冷痛、下

痢等を治す。肺を温め咳、背部冷感を

治す。(健胃・発表は生姜が優る）

大

辛

大

熱
平 潤 降 散

ｶﾝｼﾂ 乾漆 ｳﾙｼ ｳﾙｼ 樹液
血の滞りを巡らす。通経により月経不順

の改善。寄生虫を駆除する。

辛

苦
温 ― ― ― ―
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読み 生薬名 起源 科名 部位 薬効 味 性 補 潤 降 収

ｶﾝﾂｲ 甘遂
Euphorbi

a...

ﾄｳﾀﾞｲ

ｸｻ
根

強力な利水により浮腫、腹水、胸水を去

る。腫れものを治す。
苦 寒 ― ― ― ―

ｶﾝｿﾞｳ 甘草 ｶﾝｿﾞｳ ﾏﾒ 根

脾胃を補い気を益し消化能改善。肺潤

し鎮咳。脾胃寒に伴う四肢痙攣を治す。

解毒作用。諸薬の薬効の調整作用。

甘 平 平 潤 平 収

ｶﾝﾄｳｶ 款冬花
ﾌｷﾀﾝﾎ ﾟ

ﾎﾟ
ｷｸ 花蕾 肺を潤し気逆を治し鎮咳、去痰する。 辛 温 ― ― ― ―

ｷｷｮｳ 桔梗 ｷｷｮｳ ｷｷｮｳ 根

肺の熱を冷まし、気の働きを上げて、痰

の多い咳、痰を出しにくい咳、声が出に

くい状態を治す。黄色痰などの排出に

効果あり。

苦

辛
平 瀉 平 升 散

ｷｸｶ 菊花 ｷｸ ｷｸ
頭 状

花

風熱を除き、発熱、頭痛を治す。肝の陽

気過剰の気を巡らし、めまい、目赤腫痛

等を治す。

甘

苦

微

寒
瀉 燥 降 散

ｷｺｸ 枳穀
ﾀ ﾞ ｲ ﾀ ﾞ ｲ

（成熟）
ﾐｶﾝ 果実

胸脇部・胃部の気滞を巡らし蠕動運動

を促す。水滞による胸部の痞えを取る。

薬性温和(母の説教；寺澤教授曰く)。

苦

酸

微

寒
瀉 燥 降 散

ｷｼﾞﾂ 枳実
ﾀ ﾞ ｲ ﾀ ﾞ ｲ

（未熟）
ﾐｶﾝ 果実

胸脇部・胃部の気滞を巡らし蠕動運動

を促す。水滞による胸部の痞えを取る。

薬性烈で急(父の説教；寺澤教授曰く)。

苦

酸

微

寒
瀉 燥 降 散

ｷｾｲﾀｹ 寄生竹 ｶﾜﾗﾀｹ
ｻﾙﾉｺ

ｼｶｹ
全茸 制ガン、新陳代謝の促進、健胃、強壮 ？ ？ ― ― ― ―

ｷｯﾋﾟ 橘皮 ﾀﾁﾊﾞﾅ ﾐｶﾝ 果皮

脾胃の気滞を巡らし、上腹部の膨満、悪

心、嘔吐を治す。水滞による食欲不振

の改善、鎮咳・去痰作用あり。

苦

辛
温 ― ― ― ―

ｷﾄｳ

(ｷｽﾞ)
帰頭 ｶﾗﾄｳｷ ｾﾘ 根頭

当帰頭ともいう。寒を散らし止痛、腹部

温め止血(吐血、鼻出血、血尿、血便、

不正性器出血、腹部の冷え)

？ ？ ― ― ― ―

ｷﾊﾞﾝ 亀板 ｸｻｶﾞﾒ
ｲ ｼｶ ﾞ

ﾒ
腹甲

肝の陰液不足、陽気過剰状態を改善し

めまい、目のかすみ、けいれんを治す。

腎を補い腰・足の無力を治す。心血虚を

補い動悸、不眠を治す

甘

鹹
寒 ― ― ― ―

ｷｮｳｶﾂ 羗活
Notopter

ygium..
ｾﾘ

根 ・

根茎

風湿を去り、表証（悪寒、発熱、関節

痛、頭痛等）を治す。風寒湿による関節

痛、筋肉痛を治す。

辛

苦
温 瀉 燥 升 散

ｷｮｳｻﾝ 橿蚕

ｶｲｺ（ﾑｽ

ｶﾙｼﾞﾝ寄

生）

ｶｲｺ 虫体

肝の陽気の過剰状態にある興奮・痙攣

を治す。風熱と肝熱による頭痛、目の充

血、咽頭痛等を治す。去痰作用。

鹹

辛
平 ― ― ― ―

ｷｮｳﾆﾝ 杏仁 ﾎﾝｱﾝｽﾞ ﾊﾞﾗ 種子 肺を潤し鎮咳・去痰。腸を潤し便通をよ 苦 温 瀉 潤 降 散
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読み 生薬名 起源 科名 部位 薬効 味 性 補 潤 降 収

くする。

ｷﾝｷﾞﾝｶ 金銀花 ｽｲｶｽﾞﾗ
ｽ ｲ ｶ

ｽﾞﾗ
花蕾

風熱による熱を冷まし発熱、悪寒を治

す。化膿性のできものを治す。
甘 寒 ― ― ― ―

ｸｺｼ 枸杞子 ｸｺ ﾅｽ 果実

肝と腎の機能を補い、視力減退、足腰

無力に用いる。血水の生成し陰液不足

の咳に用いる。根皮は地骨皮。

甘 平 ― ― ― ―

ｸｼﾞﾝ 苦参 ｸﾗﾗ ﾏﾒ 根

熱を帯びた水滞による下痢、黄疸に用

いる。風を去り皮膚掻痒、化膿性皮膚炎

に用いる。利尿作用。

苦 寒 瀉 燥 平 平

ｹｲｶﾞｲ 荊芥 ｹｲｶﾞｲ ｼｿ 花穂

風寒を去り表証（頭痛、発熱、悪寒、無

汗、咽頭痛等）を治す。発疹、掻痒を治

す。止血作用。

辛
微

温
瀉 燥 降 散

ｹｲｹｯﾄｳ 鶏血藤
昆 明 鶏

血藤
ﾏﾒ 茎

補血、活血により関節のだるさ・痛み、

手足の痺れ、四肢まひ、女性では無月

経に用いる。気の巡りを良くして筋肉の

麻痺を改善する。

苦

微

甘

微

渋

温 ― ― ― ―

ｹｲｼｵｳ 鶏子黄 鶏の卵 ― 卵黄
血を益し陰液で潤す。肝の過剰な陽気

を巡らす。
？ ？ ― ― ― ―

ｹｲﾋ 桂皮

Cinnamo

mum 

cassia 

Blume

ｸｽﾉｷ 樹皮

気血の巡り良くし気逆を治す。風寒によ

る表証（頭痛、発熱、悪寒）を治す。心

脾の陽気不足による証を改善する。

辛

甘
温 補 燥 平 散

ｹﾂﾒｲｼ 決明子 ｴﾋﾞｽｸﾞｻ ﾏﾒ 種子

風熱もしくは肝陽気を冷まし目の充血、

腫痛などを治す。腸を潤し、腸燥の便秘

を通ず。

苦

甘

鹹

微

寒
― ― ― ―

ｹﾞﾝｶ 芫花
ｼ ﾞﾝ ﾁ ｮｳ

ｹﾞ

ﾌｼﾞﾓ

ﾄﾞｷ
花蕾

余剰な水を除き浮腫、胸水、腹水を治

し、鎮咳・去痰する。感染性皮膚疾患に

も利用。

辛

苦
温 ― ― ― ―

ｹﾞﾝｼﾞﾝ 玄参
Scrophul

aria...

ｺ ﾞ ﾏ ﾉ

ﾊｸﾞｻ
根

陰液補い、熱を冷まし血行改善し、口

渇、身熱、咽喉腫痛、鼻炎、便秘等を治

す。

苦

鹹

微

寒
― ― ― ―

ｺｳｲ 膠飴

米を蒸し

麦 芽 で

糖化

ｲﾈ 種子
滋潤栄養し、脾胃を補い腹痛を緩める。

肺を潤し鎮咳。
甘

微

温
補 潤 升 散

ｺｳｶ 紅花 ﾍﾞﾆﾊﾞﾅ ｷｸ 花

瘀血を改善し血行を良くし、打撲、関節

疼痛、生理痛(女性）、血栓閉塞等を治

す。

辛

微

苦

温 瀉 潤 降 散

ｺｳｼ 香鼓 ﾀﾞｲｽﾞ（発 ﾏﾒ 種子 風熱による発熱、悪寒、頭痛を治す。熱 苦 寒 ― ― ― ―
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読み 生薬名 起源 科名 部位 薬効 味 性 補 潤 降 収

酵 、 納

豆）

証による胸内苦悶、不眠等を治す。

ｺｳｼﾞﾝ 紅参

ｵ ﾀ ﾈ ﾆ ﾝ

ｼ ﾞ ﾝ （ 蒸

→乾燥）

ｳｺｷﾞ 根
脾を補い気を益す。津液増加。気持ち

を安める。人参より血流増加。
？ ？ ― ― ― ―

ｺｳﾌﾞｼ 香附子 ﾊﾏｽｹﾞ
ｶﾔﾂﾘ

ｸﾞｻ
根茎

肝の気滞を巡らし腹部腫痛、季肋部痛

を治す。婦人病に伴う疼痛を治す。

辛

微

苦

平 補 燥 降 散

ｺｳﾍﾞｲ 粳米 ｲﾈ ｲﾈ 玄米
脾胃を補い気を益す。津液益し強い口

渇を除く。下痢止め。
甘 平 補 潤 降 散

ｺｳﾎﾞｸ 厚朴 ﾎｵﾉｷ ﾓｸﾚﾝ 樹皮

気を巡らし気滞による腹部膨満、消化器

症状を治す。湿を除き痰の多い咳、呼

吸困難を治す。

苦

辛
温 瀉 燥 降 散

ｺｳﾎﾝ 蒿本 ｶｻﾓﾁ ｾﾘ 根

風寒による表証（頭痛、頭頂痛、歯痛

等）を治す。風寒湿によるしびれ、関節

痛を治す。

辛 温 ― ― ― ―

ｺﾞｼﾂ 牛膝
ﾋﾅﾀｲﾉｺ

ｽﾞﾁ
ﾋﾕ 根

瘀血を除き血行改善し打撲痛、婦人病

の痛みを治す。肝腎を補い腰痛、下肢

無力を治す。利水により排尿困難等を

治す。

甘

微

苦

平 平 燥 降 散

ｺﾞｼｭﾕ 呉茱萸 ｺﾞｼｭﾕ ﾐｶﾝ 果実

脾胃を暖め寒を去り腹部の痛み、下痢

を治す。肝の陽気亢進を抑え頭痛、嘔

吐を治す。寒湿による疼痛を抑える。

辛

苦

大

熱
平 燥 降 散

ｺﾞﾎﾞｳｼ 牛蒡子 ｺﾞﾎﾞｳ ｷｸ 果実
風熱を除き、咳・喉の腫脹を治す。熱を

冷まし化膿性疾患、皮疹を治す。

辛

苦
寒 瀉 潤 降 散

ｺﾞﾏ 胡麻 ｺﾞﾏ ｺﾞﾏ 種子

血虚・津液不足による腸を潤し便通す

る。肝腎を滋養し、めまい、目のかすみ

を治す。

甘 平 補 潤 降 散

ｺﾞﾐｼ 五味子
ﾁｮｳｾﾝｺﾞ

ﾐｼ

ﾏﾂﾌﾞ

ｻ
果実

肺機能不足からの気逆による咳、呼吸

困難を治す。津液不足による口渇、寝

汗を治す。腎虚を治し、止瀉作用。

酸 温 補 潤 降 収

ｻｲｺ 柴胡 ﾐｼﾏｻｲｺ ｾﾘ 根

肝の気滞を去り頭痛、胸肋痛等を治す。

少陽証（往来寒熱、口苦、口渇、めま

い）を治す。表証（発熱）を治す。気虚を

改善。

苦
微

寒
瀉 燥 升 散

ｻｲｼﾝ 細辛
ｳｽﾊﾞｻｲ

ｼﾝ

ｳﾏﾉｽ

ｽﾞｸｻ

根 ・

根茎

風寒による頭痛、歯痛、関節痛を治す。

肺を温め咳、希薄な痰、鼻閉を治す。
辛 温 瀉 燥 降 散

ｻｲﾁｬ 細茶 ﾁｬ ﾂﾊﾞｷ 葉
興奮作用、水を調整し口渇を治し、利尿

作用、去痰作用。咽頭炎や口内炎を治

苦

甘
涼 ― ― ― ―
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読み 生薬名 起源 科名 部位 薬効 味 性 補 潤 降 収

す。

ｻﾌﾗﾝ
サ フ ラ

ン
ｻﾌﾗﾝ ｱﾔﾒ 柱頭

血の巡りを良くする。鎮静・鎮痛作用、

通経
甘 平 ― ― ― ―

ｻﾝｻﾞｼ 山査子 ｻﾝｻﾞｼ ﾊﾞﾗ 偽果
血の滞りを改善、消化不良の改善、止

瀉作用

酸

甘

微

温
瀉 潤 平 平

ｻﾝｼｼ 山梔子 ｸﾁﾅｼ ｱｶﾈ 果実

熱を冷まし胸内の苦悶感を除く。血熱を

冷まし吐血、血尿などを治す。心・肝・

肺・腎の熱を冷ます。

苦 寒 瀉 燥 降 収

ｻﾝｼｭﾕ 山茱萸 ｻﾝｼｭﾕ ﾐｽﾞｷ
偽 果

果肉

肝と腎の作用を高め腰膝疼痛・だるさ、

尿失禁などを治す。

酸

渋

微

温
補 潤 降 収

ｻﾝｼｮｳ 山椒 ｻﾝｼｮｳ ﾐｶﾝ 果皮

腹部を温め脾胃の寒を去り、腹部冷え、

嘔吐、下痢を治す。湿を去り利尿。回虫

による腹痛を治す。

辛
大

熱
補 燥 降 散

ｻﾝｿｳﾆﾝ 酸棗仁
ｻﾈﾌﾞﾄﾅﾂ

ﾒ

ｸﾛｳﾒ

ﾓﾄﾞｷ
種子

陰液補い心肝の気の亢進を抑え不眠、

動悸、気持の高ぶりを抑える。寝汗、自

汗を治す。

苦

酸
平 補 潤 降 収

ｻﾝﾔｸ 山薬 ﾅｶﾞｲﾓ
ﾔﾏﾉｲ

ﾓ
根茎

脾胃の働きを補い気を高め、食欲不

振、下痢などを治す。肺の気液を益し鎮

咳。腎虚を補い頻尿、滞下(女性）を治

す。

甘
微

温
補 潤 升 収

ｻﾝﾘｮｳ 三稜 ﾐｸﾘ ﾐｸﾘ 根茎

血の滞りを巡らし、婦人病に伴う腹痛を

治す。腹部の気の滞りを巡らし腹痛、腹

部膨満を治す。

苦 平 ― ― ― ―

ｼﾞｵｳ 地黄
ｱｶﾔｼﾞｵ

ｳ

ｺ ﾞ ﾏ ﾉ

ﾊｸﾞｻ
根

血を補い、血の熱を冷ます。陰液を益す

作用。乾地黄ともいう。

甘

苦
寒 ― ― ― ―

ｼｵﾝ 紫苑 ｼｵﾝ ｷｸ 根 肺虚による慢性の咳、血痰などを治す。
辛

苦
温 ― ― ― ―

ｼﾞｺｯﾋﾟ 地骨皮 ｸｺ ﾅｽ 根皮
血熱を冷まし、熱性疾患、寝汗、吐血等

を治す。肺熱を冷まし鎮咳する。

苦

鹹
寒 平 潤 平 収

ｼｺﾝ 紫根 ﾑﾗｻｷ ﾑﾗｻｷ 根
血熱を冷まし、血の作用を高め、毒を去

り、麻疹、湿疹、火傷等を治す
0 0 ― ― ― ―

ｼｿｼ 紫蘇子 ﾁﾘﾒﾝｼﾞｿ ｼｿ 種子
気逆を改善し、余剰水を除き、咳、痰を

治す。腸を潤し便通を良くする。
辛 温 ― ― ― ―

ｼﾂﾘｼ 蒺藜子 ﾊﾏﾋﾞｼ
ﾊﾏﾋ ﾞ

ｼ
果実

肝の陽気の過剰を改善し、頭痛、めま

い、胸脇部の張り等を治す。血の滞りを

巡らし風熱による目の充血を治す。かゆ

みを止める。

辛

苦

微

温
平 平 平 散

ｼﾃｲ 柿蔕 ｶｷ ｶｷ 花萼 気逆によるしゃっくりを治す。
苦

渋
温 ― ― ― ―
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読み 生薬名 起源 科名 部位 薬効 味 性 補 潤 降 収

ｼｬｶﾝｿﾞｳ 炙甘草

ｶﾝｿﾞｳ(炙

っ た も

の）

ﾏﾒ 根

甘草より中を温める作用強い。脾胃を補

い気を益し消化能改善。肺潤し鎮咳。

脾胃寒に伴う四肢痙攣を治す。解毒作

用。諸薬の薬効の調整作用。偽アルドス

テロン症発現が甘草より低い。

甘 平 ― ― ― ―

ｼｬｸｼｮｳ

ｽﾞ
赤小豆 ｱｽﾞｷ ﾏﾒ 種子

熱を冷まし化膿性炎症を治す。利水し

浮腫を去る

甘

酸
平 ― ― ― ―

ｼｬｸｾｷｼ 赤石脂

酸 化 鉄

等 含 む

粘土

― 鉱物
腸への収斂作用で下痢を止める。止血

作用による不正性器出血(女性）

甘

酸
温 ― ― ― ―

ｼｬｸﾔｸ 芍薬 ｼｬｸﾔｸ ﾎﾞﾀﾝ 根

血熱を冷まし、血の滞りを巡らし、寝汗、

自汗、女性では生理不順などを治す。

肝の陽気亢進を抑え、脇肋部痛、平滑

筋・骨格筋の筋肉痙攣、めまい、頭痛を

治す。

苦
微

寒
補 潤 平 収

ｼｬｺｻｲ 庶鴣菜

ﾏ ｸ ﾘ ( 紅

藻 の 一

種）

ﾌｼﾞﾏ

ﾂﾓ
全藻 駆虫、解毒。止瀉。別名；海人草 ？ ？ ― ― ― ―

ｼｬｾﾞﾝｼ 車前子 ｵｵﾊﾞｺ
ｵｵﾊﾞ

ｺ
種子

利水し排尿障害を治し下痢を止める。

肝熱を冷まし目の充血等を治す。肺熱

を冷まし鎮咳・去痰（多い）する。

甘 寒 瀉 燥 降 散

ｼｬﾁｭｳ しゃ虫
ｼﾅｺﾞｷﾌﾞ

ﾘ

ｺﾞｷﾌﾞ

ﾘ
雌 血栓を解消し瘀血を除く 鹹 寒 ― ― ― ―

ｼﾞｭｳﾔｸ 十薬 ﾄﾞｸﾀﾞﾐ
ﾄﾞｸﾀﾞ

ﾐ
全草

熱を冷まし感染性の肺炎の咳、吐血、

粘稠痰等を治す。熱性炎症（尿路感染

等）の利尿。

辛
微

寒
― ― ― ―

ｼﾞｭｸｼﾞｵ

ｳ
熟地黄

ｱｶﾔｼﾞｵ

ｳ （ 蒸 乾

燥）..

ｺ ﾞ ﾏ ﾉ

ﾊｸﾞｻ
根

血を補い、陰液を増し、血虚の証を治

す。腎陰液不足による寝汗、熱症、口渇

などを治す。（乾地黄より補血作用強

い）

甘
微

温
補 潤 升 収

ｼｭｸｼｬ 縮砂
Amomum

...

ｼ ｮ ｳ

ｶﾞ
種子

気の巡りを良くし胸内・腹部の気滞を除

き、食欲不振、嘔吐、下痢を治す。脾胃

を温め脾寒による下痢を治す。女性で

は妊娠悪阻にも利用。

辛 温 補 潤 升 収

ｼｮｳｷｮｳ 生姜 ｼｮｳｶﾞ
ｼ ｮ ｳ

ｶﾞ
根茎

脾胃作用を増し気生成。発汗し表証(悪

寒・発熱・頭痛等）を治す。脾胃を温め

嘔吐を治す。風寒による咳を治す。（温

中効果は乾姜が強い）

辛
微

温
補 燥 升 散

ｼﾞｮｳｻﾞﾝ 常山 ｼﾞｮｳｻﾞﾝ ﾕｷﾉｼ 根 催吐作用により胸中の水滞を取り除く。 苦 寒 ― ― ― ―
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読み 生薬名 起源 科名 部位 薬効 味 性 補 潤 降 収

ｱｼﾞｻｲ ﾀ マラリアの治療に用いる。

ｼｮｳｼﾞｵｳ 生地黄
ｱｶﾔｼﾞｵ

ｳ（生)

ｺ ﾞ ﾏ ﾉ

ﾊｸﾞｻ
根

熱を冷まし、血熱を冷まして、身体熱、

口渇などを治す。陰液を益す。(乾地黄

より清熱作用が強い）。

甘
大

寒
平 潤 升 収

ｼｮｳﾊﾞｸ 小麦 ｺﾑｷﾞ ｲﾈ 種子

気血補い、寒・気滞による上腹部痛、嘔

吐等を治す。止瀉作用、止汗作用、気

持を落ち着かせる作用などあり。

甘 涼 補 潤 降 収

ｼｮｳﾏ 升麻
ｻﾗｼﾅｼｮ

ｳﾏ

ｷﾝﾎ ﾟ

ｳｹﾞ
根茎

風熱による表証（頭痛や皮膚疾患）を治

す。熱による頭痛、歯痛、口内炎を治

す。気を益し気虚（内蔵下垂等）を改

善。

甘

苦

微

寒
瀉 燥 升 散

ｼｮｳﾘｸ 商陸 ﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ
ﾔ ﾏｺ ﾞ

ﾎﾞｳ
根

利水により水腫、排尿困難、便秘を治

す。
苦 寒 ― ― ― ―

ｼﾗｶﾜﾌﾞｼ
白河附

子

ｵｸﾄﾘｶﾌﾞ

ﾄ

ｷﾝﾎ ﾟ

ｳｹﾞ
塊根

脾、腎に限らず諸臓器の陽気衰え冷え

に対する温効果強い。寒湿に伴う疼痛

の緩和（本剤は鎮痛効果が強い）

大

辛

大

熱
補 燥 升 散

ｼﾝｲ 辛夷 ﾀﾑｼﾊﾞ ﾓｸﾚﾝ 花蕾
風寒を去り、頭痛、鼻づまり、膿性鼻汁

を治す。
辛 平 瀉 燥 升 散

ｼﾝｷﾞ 晋耆

hedysaru

m 

polybtrys

..

ﾏﾒ 根 皮膚への作用は黄耆より優る？ ？ ？ ― ― ― ―

ｼﾞﾝｷﾞｮｳ 秦艽
ﾘﾝﾄ ﾞｳの

類
ﾘﾝﾄﾞｳ 根

風湿による全身・関節の痛み、しびれに

よる運動障害を治す。虚が進み過ぎて

発生した熱を冷ます。

苦

辛

微

寒
― ― ― ―

ｼﾝｷﾞｸ 神麹
酵 母 発

酵製品

複 合

物
― 消化を助け滋養、止瀉作用

甘

辛
温 平 燥 平 散

ｼﾞﾝｺｳ 沈香
Aguilaria

...

ｼ ﾞﾝﾁ

ｮｳｹﾞ
材

気を巡らし胸腹部の痞え、痛みを治す。

気逆を治し、嘔吐、しゃっくりを治す。腎

を温め気を調整し咳を治す。

辛

苦
温 ― ― ― ―

ｼﾝﾋﾟ 秦皮 ﾄﾈﾘｺ ﾓｸｾｲ 樹皮

熱を冷まし、細菌性の下痢の症状を治

す。肝熱を冷まし目赤腫痛、視力障害

を治す。

苦 寒 ― ― ― ―

ｽｲﾃﾂ 水蛭 ｳﾏﾋﾞﾙ ﾋﾙﾄﾞ
全 虫

体

血栓を解消し瘀血を除き、打撲によるう

っ血状態、女性では無月経等を治す。

鹹

苦
平 ― ― ― ―

ｾｲｿｳ 蠐螬
ｺｶﾞﾈﾑｼ,

ｶﾌﾞﾄﾑｼ
― 幼虫

駆瘀血作用。堅満痛、月閉、目中淫膚

青翳白膜を主る
鹹

微

温
― ― ― ―

ｾｲﾋ 青皮
ｳﾝｼｭｳﾐ

ｶ ﾝ （ 未
ﾐｶﾝ 果皮

肝の気のうっ滞を巡らし、胸脇部、乳房

腫脹痛等を治す。不消化で上腹部の痞

苦

辛
温 ― ― ― ―
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読み 生薬名 起源 科名 部位 薬効 味 性 補 潤 降 収

熟） え、膨満感での痛みを治す。

ｾｷｹﾂﾒｲ 石決明 ｱﾜﾋﾞ ﾐﾐｶﾞｲ 殻
肝の陽気の高ぶりを鎮めめまい、目の

充血や目のかすみを治す。
鹹 平 ― ― ― ―

ｾｯｺｳ 石膏

含 水 硫

酸ｶﾙｼｳ

ﾑ

― 鉱物

熱を冷まし、口渇・熱症・うわ言、肺熱に

よる咳嗽・咳、胃熱による頭痛・歯ぐき腫

痛を治す。

辛

甘

大

寒
瀉 潤 降 散

ｾﾝｷｭｳ 川芎 ｾﾝｷｭｳ ｾﾘ 根茎

瘀血を去り気を巡らし打撲腫痛、四肢麻

痺、女性では生理痛等を治す。風湿除

き頭痛、しびれ等の鎮痛。肝気過剰を

抑制、気逆を治す

辛 温 補 潤 升 散

ｾﾞﾝｺ 前胡
Peuceda

num...
ｾﾘ 根

肺熱時の去痰、風熱を去り発熱、痛み、

鼻水、咳を治す

苦

辛

微

寒
瀉 潤 降 散

ｾﾝｺﾂ 川骨 ｺｳﾎﾈ ｽｲﾚﾝ 根茎
血を巡らし打撲腫を治し、利水作用によ

り浮腫を治す。健胃作用。
甘 寒 補 ― ― 収

ｾﾝﾀｲ 蝉退
ｽﾐｱｶｸﾏ

ｾﾞﾐ
ｾﾐ

脱 皮

殻

風熱を去り、発熱、頭痛などの熱証を鎮

める。麻疹の初期・皮膚病。肝陽気亢進

による目赤、小児の痙攣・夜泣きを治す

甘

鹹
寒 瀉 平 平 散

ｾﾝﾌﾟｸｶ 旋覆花 ｵｸﾞﾙﾏ ｷｸ 花
水の滞りを改善し、去痰、鎮咳、利尿す

る。気逆を改善して鎮嘔。

苦

辛

鹹

微

温
― ― ― ―

ｾﾝﾚﾝｼ 川蓮子 ﾄｳｾﾝﾀﾞﾝ
ｾﾝﾀﾞ

ﾝ

熟 果

実

肝の気滞を巡らし、熱証の胸肋部の痛

みを治す。駆虫作用・抗真菌作用
苦 寒 ― ― ― ―

ｿｳｷｾｲ 桑寄生 ﾔﾄﾞﾘｷﾞ
ﾔ ﾄ ﾞ ﾘ

ｷﾞ
茎

肝腎の機能を補い、風湿を去り、腰膝の

痛みや痺れを改善する。妊婦の下腹部

痛にも応用。

苦 平 ― ― ― ―

ｿｳｼﾞｭﾂ 蒼朮
ﾎｿﾊﾞｵｹ

ﾗ
ｷｸ 根茎

健脾燥湿(白朮と比べ燥湿＞健脾)。過

剰な津液（水腫）を去る。風寒湿による

下肢の痛みを治す。よって袪風除湿がメ

イン。発汗。脾補い、気益す作用は弱

い。

苦

辛
温 瀉 燥 升 散

ｿｳｽﾞｸ 草豆寇
ｱﾙﾋﾟﾆｱ･

ｶﾂﾏﾀﾞｲ

ｼ ｮ ｳ

ｶﾞ

成 熟

果実

水滞を除き、気滞を巡らし、脾胃を温め

ることで、寒湿が脾胃に留まった状態を

治し、腹痛、嘔吐、下痢等を治す。

辛 温 ― ― ― ―

ｿｳﾊｸ 葱白 ﾈｷﾞ属 ﾈｷﾞ

葉 鞘

の 白

い部

発汗して表証（感冒初期症状）を治す。

内部の寒を去り気の巡りを良くし腹痛、

排尿困難を治す。

辛 温 ― ― ― ―

ｿｳﾊｸﾋ 桑白皮 ｸﾜ ｸﾜ 根皮

肺の熱を冷まし、咳を和らげる。水の巡

りを良くして浮腫を去る（解熱、鎮咳、利

尿）

甘

辛
寒 瀉 燥 降 散
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読み 生薬名 起源 科名 部位 薬効 味 性 補 潤 降 収

ｿﾎﾞｸ 蘇木 ｽﾎｳ ﾏﾒ 材
血の巡りを良くして、痛みを止め、出血

を止める。炎症を抑える。

甘

鹹
平 瀉 平 降 平

ｿﾖｳ 蘇葉 ｼｿ ｼｿ 葉
気を巡らし胃腸調整。気逆を治す。発汗

し表証を和らげる。魚毒を治す。
辛 温 瀉 燥 降 散

ﾀﾞｲｵｳ 大黄
Rheum

属.
ﾀﾃﾞ 根茎

瘀血を除き血行改善。熱をさます。宿便

を除く。気を巡らす
苦 寒 瀉 燥 降 収

ﾀﾞｲｹﾞｷ 大戟 Knoxia... ｱｶﾈ 根
峻下作用により浮腫や腹水を去る。熱

毒による化膿性の腫れものを去る。
苦 寒 ― ― ― ―

ﾀｲｼｬｾｷ 代赭石 赤鉄鉱 ― 鉱物

肝の気の亢進を抑え頭痛やめまいを治

す。気逆を治し、嘔吐、げっぷ、喘息を

治す。止血作用。

苦 寒 ― ― ― ―

ﾀｲｿｳ 大棗 ﾅﾂﾒ
ｸﾛｳﾒ

ﾓﾄﾞｷ
果実

脾の作用を助ける。気持ちを落ち着か

せる。諸薬の作用を調整する。
甘 温 補 潤 降 収

ﾀﾞｲﾌｸﾋ 大腹皮
ﾋﾞﾝﾛｳｼﾞ

ｭ
ﾔｼ 果皮

気の巡りを良くし消化機能を改善。水の

巡りを良くし浮腫みを去り、下痢を止め

る

辛
微

温
― ― ― ―

ﾀｸｼｬ 沢瀉
ｻｼﾞｵﾓﾀﾞ

ｶ

ｵﾓﾀﾞ

ｶ
塊茎

水の巡りを良くし利尿、止渇、抗めまい。

熱を冷ます作用。
甘 寒 平 燥 降 散

ﾀﾝｼﾞﾝ 丹参
Salviamil

tiorhiza
ｼｿ 根

血を巡らす。血を冷まし炎症性腫脹を去

る。気持ちを和らげる。
苦

微

寒
― ― ― ―

ﾁｸｼﾞｮ 竹茹 ﾊﾁｸ ﾀｹ
稈 内

層

肺熱の熱を冷まし痰を去る。胃熱を去り

煩悶や嘔吐を止める。
甘

微

寒
瀉 潤 降 平

ﾁｸｾﾂﾆﾝ

ｼﾞﾝ

竹節人

参

ﾄﾁﾊ ﾞﾆﾝ

ｼﾞﾝ
ｳｺｷﾞ 根 血を巡らし、腫脹を去る。止血、止痛。

甘

微

苦

温 ― ― ― ―

ﾁｸﾖｳ 竹葉 ｻｻｸｻ ｲﾈ 葉
熱による煩悶・口渇を冷まし和らげる。

水を生じ、利尿をはかる。
甘 寒 ― ― ― ―

ﾁﾓ 知母 ﾊﾅｽｹﾞ ﾕﾘ 根茎
熱を冷まし炎症・興奮状態を治す。肺熱

の津液を益して燥を潤し、鎮咳。
苦 寒 補 潤 降 散

ﾁｭｳﾏｵｳ 中麻黄
E.interm

edia…
ﾏｵｳ

地 上

茎

麻黄よりも抗炎症作用強い（ﾌﾟｿｲﾄﾞｴﾌｪ

ﾄﾞﾘﾝ含量高）

辛

微

苦

温 ― ― ― ―

ﾁｮｳｼﾞ 丁字
Syzygium

…
ﾌﾄﾓﾓ 花蕾

腹部を温め、寒による気逆を治す（嘔

吐、しゃっくり）。腎を温め腎の機能回

復。

辛 温 補 燥 升 散

ﾁｮｳﾄｳｺ

ｳ
釣藤鈎 ｶｷﾞｶｽﾞﾗ ｱｶﾈ 鈎棘

肝の陽気の過剰を抑制し、痙攣、頭痛、

頭重、めまいを治す
甘

微

寒
瀉 平 降 平

ﾁｮﾀﾝｼﾞｭ

ｳ
猪胆汁 ｲﾉｼｼ ﾌﾞﾀ 胆汁

肺熱を除き去痰・鎮咳。炎症を押さえ解

毒(腫痛、黄疸、赤痢、瘡瘍、腫毒）。起
苦 寒 ― ― ― ―
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読み 生薬名 起源 科名 部位 薬効 味 性 補 潤 降 収

死回生薬(土佐 Dr 曰く)

ﾁｮﾚｲ 猪苓
ﾁｮﾚｲﾏｲ

ﾀｹ

ｻﾙﾉｺ

ｼｶｹ
菌核

余剰水を除き、熱を冷ます。利水作用は

茯苓より強。

甘

淡
平 平 燥 平 散

ﾁﾝﾋﾟ 陳皮
ｳﾝｼｭｳﾐ

ｶﾝ
ﾐｶﾝ

成 熟

果皮

気を巡らせ脾の作用(消化機能）高め

る。湿を除き、痰をのぞく。

苦

辛
温 平 燥 平 散

ﾃｲﾚｷｼ 蒂瀝子
ﾏﾒｸﾞﾝﾊﾞ

ｲﾅｽﾞﾅ

ｱ ﾌ ﾞﾗ

ﾅ
種子

肺熱を冷まし咳を抑える。利水作用によ

り浮腫を除く。（緩下、利尿、解熱、鎮

静）

辛

苦
寒 ― ― ― ―

ﾃﾞﾝｼﾁﾏﾂ 田七末
ｻﾝｼﾁﾆﾝ

ｼﾞﾝ
ｳｺﾞｷﾞ 根 血を巡らし止血、打撲など腫れの鎮痛。

甘

苦

微

温
― ― ― ―

ﾃﾝﾅﾝｼｮ

ｳ
天南星

ﾏｲﾂﾞﾙﾃ

ﾝﾅﾝｼｮｳ
ｻﾄｲﾓ 塊茎 風を去り鎮痙。湿(水滞）を去り、去痰。

辛

苦
温 瀉 燥 降 散

ﾃﾝﾏ 天麻 ｵﾆﾉﾔｶﾞﾗ ﾗﾝ 塊茎
肝の陽気の過剰を抑制し、痙攣、頭痛、

頭重、めまいを治す
甘

微

温
補 燥 降 散

ﾃﾝﾓﾝﾄﾞｳ 天門冬
ｸｻﾉｽｷﾞｶ

ｽﾞﾗ
ﾕﾘ 根

陰液を益し口渇などを消渇する。肺熱を

去り去痰・鎮咳作用。

甘

苦

大

寒
補 潤 降 散

ﾄｳｶﾞｼ 冬瓜子 ﾄｳｶﾞ ｳﾘ 種子
肺熱を去り去痰・鎮咳。体内のできもの

を去る。熱を冷まし水を巡らす（利尿）。
甘 寒 瀉 燥 降 散

ﾄｳｷ 当帰 ﾄｳｷ ｾﾘ 根

血を補い血を巡らし、鎮静・鎮痛。月経

を整える。血虚による腸燥を潤す（緩下

作用）。

甘

辛
温 補 潤 升 散

ﾄｳｼﾝｿｳ 燈心草 ｲ ｲｸﾞｻ 茎髄

利水により熱証による尿量減少、排尿痛

を治す。心の陽気過剰を抑え不眠を治

す。

甘

淡

微

寒
― ― ― ―

ﾄｳﾆﾝ 桃仁 ﾓﾓ ﾊﾞﾗ 種子
血の滞りを巡らし、血の作用を高める。

腸燥を潤し便通を良くする

苦

甘
平 瀉 潤 降 散

ﾄｼｼ 菟糸子 ﾏﾒﾀﾞｵｼ
ﾋﾙｶ ﾞ

ｵ
種子

腎の陽気、陰液ともに補い、腎機能を回

復する（頻尿、ED、腰膝痛等）、肝腎不

足による視力障害を治す。脾虚による下

痢を治す。

辛

甘
平 ― ― ― ―

ﾄﾁｭｳ 杜仲 ﾄﾁｭｳ ﾄﾁｭｳ 樹皮
肝と腎の機能を補い、筋骨を強める（腰

膝の疼痛、足膝軟弱、腎虚、流産）

甘

微

辛

温 補 平 降 散

ﾄﾞｯｶﾂ 独活 ｼｼｳﾄﾞ ｾﾘ 根茎 風湿を去り、筋肉や関節の痛みとる。
辛

苦

微

温
瀉 燥 升 散

ﾆｯｹｲ 肉桂

Cinnamo

mum 

okinawen

se

ｸｽﾉｷ 樹皮

気血の巡り良くし気逆を治す。風寒によ

る表証（頭痛、発熱、悪寒）を治す。心

脾の陽気不足による証を改善する。（桂

皮とほぼ同じ）

辛

甘
温 ― ― ― ―
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読み 生薬名 起源 科名 部位 薬効 味 性 補 潤 降 収

ﾆｭｳｺｳ 乳香
Boswellia

..
ｶﾝﾗﾝ 樹脂

血の滞りを巡らし血の作用を高め、胃

痛、風湿による痛み、打撲腫、女性では

生理痛を治す。化膿性皮膚疾患を治

す。

辛 温 ― ― ― ―

ﾆﾝｼﾞﾝ 人参
ｵ ﾀ ﾈ ﾆ ﾝ

ｼﾞﾝ
ｳｺｷﾞ 根

脾の作用を高め気を産生する力が強

い。水を生じ渇を潤す。気持ちを落ち着

かせる作用。

甘

微

苦

微

温
補 潤 升 収

ﾆﾝﾄﾞｳ 忍冬 ｽｲｶｽﾞﾗ
ｽ ｲ ｶ

ｽﾞﾗ

葉 ・

茎

熱を冷まし、腫れ物、喉や関節の腫痛を

治す。
甘 寒 瀉 燥 降 散

ﾊｲｼｮｳｺ

ﾝ
敗醤根 ｵﾄｺｴｼ

ｵﾐﾅｴ

ｼ
根

血の滞りを巡らして、止痛効果。熱を冷

まし内臓のできものを治す。
苦

平

寒
― ― ― ―

ﾊﾞｲﾓ 貝母 ｱﾐｶﾞｻﾕﾘ ﾕﾘ 鱗茎
痰熱（粘稠痰）、口渇のある咳を治す。

熱を冷ましできものを治す。

苦

甘
涼 瀉 潤 降 散

ﾊﾞｸｶﾞ 麦芽 ｵｵﾑｷﾞ ｲﾈ

発 芽

中 種

子

脾の機能低下が肝の気滞に原因がある

時に消化を助け食欲を改善する。乳汁

うっ滞(女性）。

甘 平 補 平 平 散

ﾊｸｼｭ 白酒 ― ― 酒

気を巡らし寒を防ぎ、臓器を温め、他薬

の効果を行き渡らせる。発酵酒なので日

本酒で代用可。

― ― ― ― ― ―

ﾊｸﾄｳｵｳ 白頭翁
ﾋﾛﾊｵｷﾅ

ｸﾞｻ

ｷﾝﾎ ﾟ

ｳｹﾞ
根

湿熱・熱毒を冷まし、発熱、腹痛、膿血

便、痔出血、鼻血などを治す。
苦

微

寒
― ― ― ―

ﾊﾞｸﾓﾝﾄﾞ

ｳ
麦門冬 ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ ﾕﾘ 根

水を産生し燥熱による咳、痰の粘り、口

渇などを治す。陽気過剰による不眠・煩

躁を和らげる

甘

微

苦

微

寒
補 潤 降 散

ﾊｽﾞ 巴豆 ﾊｽﾞ
ﾄｳﾀﾞｲ

ｸﾞｻ
種子 峻下、（頑固な便秘）。妊婦禁 辛 熱 ― ― ― ―

ﾊﾁﾐﾂ 蜂蜜 ﾐﾂﾊﾞﾁ
ﾐ ﾂ ﾊ ﾞ

ﾁ
花蜜

脾胃を補う。肺燥を潤し鎮咳。腸を潤し

便を通じる。
甘 平 ― ― ― ―

ﾊｯｶ 薄荷 ﾊｯｶ ｼｿ
地 上

部

肝陽気亢進治す。風熱による発熱・頭

痛・悪寒、喉の炎症、眼の炎症を去る。

表の邪を発散させ皮膚症状を改善

辛 涼 瀉 燥 降 散

ﾊﾏﾎﾞｳﾌ

ｳ
浜防風 ﾊﾏﾎﾞｳﾌｳ ｾﾘ

根 ・

根茎

肺陰液不足を補い熱を冷まし痰の少な

い咳を治す。消化機能を益し水を増や

す。

甘

苦

微

寒
― ― ― ―

ﾊﾞﾝｶ 蕃果 ｸﾞｱﾊﾞ ﾌﾄﾓﾓ 果実
血糖低下、抗酸化、血管透過性の抑制

作用など
？ ？ ― ― ― ―

ﾊﾝｹﾞ 半夏
ｶﾗｽﾋﾞｼｬ

ｸ
ｻﾄｲﾓ 根茎

心下の水滞除く。気逆を治し気巡らす。

胃調整し鎮嘔。湿性の痰（多痰）を除き

去痰、鎮咳。

辛 温 補 燥 降 散
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読み 生薬名 起源 科名 部位 薬効 味 性 補 潤 降 収

ﾊﾝﾋﾞ 反鼻 ﾏﾑｼ
ｸｻﾘﾍ

ﾋﾞ

皮 は

ぎ
強壮、興奮、（冷え性） 甘 温 ― ― ― ―

ﾋﾞｬｸｶﾞｲｼ 白芥子 ｼﾛｶﾞﾗｼ
ｱ ﾌ ﾞﾗ

ﾅ
種子

肺を温め去痰し鎮咳。気のうっ滞を巡ら

し胸腹部の膨満感を去る。湿を去り、関

節の疼痛、痺れを治す。

辛 温 ― ― ― ―

ﾋﾞｬｸｺﾞｳ 百合
ﾊｶﾀﾕﾘな

ど
ﾕﾘ 鱗茎

肺熱または肺陰液不足を水で潤し、鎮

咳、止渇。気持ちを和らげる。

甘

苦

微

寒
補 潤 降 散

ﾋﾞｬｸｼ 白芷 ﾖﾛｲｸﾞｻ ｾﾘ 根
風湿を去り表証（頭痛、疼痛、鼻閉など）

を治す。化膿性のできものを治す。
辛 温 瀉 燥 升 散

ﾋﾞｬｸｼﾞｭﾂ 白朮 ｵｹﾗ ｷｸ 根茎

健脾燥湿（蒼朮と比べ健脾＞燥湿）。脾

補い、気益す作用強い。過剰な津液（水

腫）を去る作用は弱い。止汗。妊娠の安

定作用。

甘

微

苦

温 補 燥 平 収

ﾋﾞﾜﾖｳ 枇杷葉 ﾋﾞﾜ ﾊﾞﾗ 葉
風熱による肺熱を冷まし去痰、鎮咳。胃

熱による口渇や気逆に伴う嘔吐を治す。
苦 平 瀉 潤 降 散

ﾋﾞﾝﾛｳｼﾞ 檳榔子 ﾋﾞﾝﾛｳ ﾔｼ 種子

気血を巡らし、尿量を増し水腫を去る。

気を巡らし腹部膨満、便秘、下痢を治

す。寄生虫にも効果。

苦

辛
温 瀉 燥 降 散

ﾌﾞｸﾘｮｳ 茯苓 ﾏﾂﾎﾄﾞ
ｻﾙﾉｺ

ｼｶｹ
菌核

水を巡らし水腫を去る（筋肉痙攣、めま

い）、脾の作用を助け気を益す。気持ち

を和らげる。

甘 平 補 燥 降 収

ﾌﾝﾎﾞｳｲ 粉防已
ｼﾏﾊｽﾉｶ

ｽﾞﾗ

ﾂ ﾂ ﾞ ﾗ

ﾌｼﾞ
根 テトランドラ。防已参照。 ？ ？ ― ― ― ―

ﾍﾞｯｺｳ 別甲
ｼﾅｽｯﾎ ﾟ

ﾝ

ｽ ｯ ﾎ ﾟ

ﾝ
甲羅

陽気が過剰で陰液不足になった発熱、

口渇、痙攣などを治す。亀板より滋陰は

劣るが清熱は強い。腫塊を散ずる作

用。

鹹 寒 ― ― ― ―

ﾍﾝｽﾞ 扁豆 ｲﾝｹﾞﾝﾏﾒ ﾏﾒ 種子

脾の気を補い利水により、脾虚有湿の

食欲不振、慢性下痢、婦人での帯下を

治す。暑湿による嘔吐、下痢を治す。

甘
微

温
― ― ― ―

ﾎﾞｳｲ 防已
ｵｵﾂﾂ ﾞﾗ

ﾌｼﾞ

ﾂ ﾂ ﾞ ﾗ

ﾌｼﾞ

茎 ・

根茎

熱証を示す風湿を去る。熱を冷まし鎮

痛。利水作用により水腫、浮腫を去る

辛

苦
寒 瀉 燥 降 散

ﾎﾞｳｺﾝ 茅根 ﾁｶﾞﾔ ｲﾈ 根茎
血熱による各種出血を治す。熱性の水

滞を冷まし利尿する。
甘 寒 ― ― ― ―

ﾎﾞｳｼｮｳ 芒硝
含 水 硫

酸ﾅﾄﾘｳﾑ
― 鉱物

熱証による便を下す。燥を潤し熱を冷ま

し腫を消し、痛みを除く。利尿

鹹

苦
寒 瀉 潤 降 散

ﾎﾞｳﾁｭｳ 虻虫 ｱﾌﾞ ｱﾌﾞ
雄 虫

体

血の滞りを巡らし、打撲のうっ血、女性

では無月経などを治す。
苦

微

寒
― ― ― ―

ﾎﾞｳﾌｳ 防風 ﾎﾞｳﾌｳ ｾﾘ 根 ・ 風を去り表証（頭痛、悪寒など）を治す。 辛 微 瀉 燥 升 散
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読み 生薬名 起源 科名 部位 薬効 味 性 補 潤 降 収

根茎 湿を去り関節痛、筋肉痛を治す。 甘 温

ﾎｳﾌﾞｼ 炮附子
ｶﾗﾄﾘｶﾌﾞ

ﾄ

ｷﾝﾎ ﾟ

ｳｹﾞ
塊根

脾、腎に限らず諸臓器の陽気衰え冷え

に対する温効果強い。寒湿に伴う疼痛

の緩和（本剤は温効果が強い）

大

辛

大

熱
補 燥 升 散

ﾎﾞｸｿｸ 樸樕
ｸﾇｷﾞ､ﾅﾗ

の類
ﾌﾞﾅ 樹皮 駆瘀血、収斂、解熱、（各種皮膚病） 苦 0 ― ― ― ―

ﾎｺｳｴｲｺ

ﾝ

蒲公英

根

ｶﾝｻｲﾀﾝ

ﾎﾟﾎﾟ
ｷｸ 帯根

熱を冷ます作用で熱性できものを治す。

熱性の水毒を冷まし利水する。

甘

苦
寒 ― ― ― ―

ﾎﾞﾀﾝﾋﾟ 牡丹皮 ﾎﾞﾀﾝ ﾎﾞﾀﾝ 根皮
血熱を冷まし熱証を治す。血の滞りを巡

らし瘀血状態を改善する。

辛

苦

微

寒
平 平 平 散

ﾎﾞﾚｲ 牡蠣 ｶｷ
ｲ ﾀﾎ ﾞ

ｶﾞｷ
左殻

肝の陽気の亢進を抑え気持ちを落ち着

ける、不眠、めまいなどを改善。制酸

鹹

渋

微

寒
補 燥 降 収

ﾏｵｳ 麻黄
Ephedra 

sinika
ﾏｵｳ

地 上

茎

風寒による悪寒・発熱、頭痛、身体疼

痛、鼻閉を去る。肺気滞による咳を治

す。発汗し利水し、浮腫を除く。

辛

微

苦

温 瀉 燥 平 散

ﾏｼﾆﾝ 麻子仁 ｱｻ ｸﾜ 果実 腸を潤滑にし通便。滋養し虚を補う。 甘 平 平 潤 降 平

ﾏﾝｹｲｼ 蔓荊子 ﾊﾏｺﾞｳ
ｸ ﾏ ﾂ

ﾂﾞﾗ
果実

風熱による頭痛・眼痛を除く。風湿によ

る痺れを除く（鎮静、消炎、頭痛、関節

痛）

辛

苦

微

寒
― ― ― ―

ﾐﾂｼｬｶﾝ

ｿﾞｳ

蜜炙甘

草

ｶﾝｿﾞｳ(蜂

蜜と炙っ

たもの）

ﾏﾒ 根

脾胃の不足を補う。炙甘草より中を暖め

る作用強い。偽アルドステロン症発現が

炙甘草より軽減。

甘 平 ― ― ― ―

ﾓｸﾂｳ 木通 ｱｹﾋﾞ ｱｹﾋﾞ 材

気逆を抑え口内炎症、煩躁を治す。水

を巡らし利尿。(女性）産後の乳汁分泌

促進。

苦 寒 瀉 燥 平 散

ﾓｯｶ 木瓜 ﾎﾞｹ ﾊﾞﾗ 果実

風湿を去り関節痛やしびれを去る。肝陽

気過剰の筋痙攣を治す。気を巡らせ消

化器症状の改善、止瀉。利水作用。

酸 温 ― ― ― ―

ﾓｯｺｳ 木香
Saussure

a…
ｷｸ 根

脾胃の気を巡らし腹痛、腹部膨満、下

痢、嘔吐を治す。

辛

苦
温 補 燥 平 散

ﾔｶﾝ 射干 ﾋｵｳｷﾞ ｱﾔﾒ 根茎
肺熱を去り、咽喉閉塞感を治し、余剰水

を除き去痰。
苦 寒 ― ― ― ―

ﾔｸﾓｿｳ 益母草 ﾒﾊｼﾞｷ ｼｿ
地 上

部

血を巡らし打撲、月経不順などの瘀血

症状を治す。利尿作用で浮腫・排尿困

難を治す。

辛

微

苦

微

寒
瀉 燥 平 散

ﾖｸｲﾆﾝ 薏苡仁 ﾊﾄﾑｷﾞ ｲﾈ 種子

利水し浮腫・下痢を治す。熱を冷ます。

体内に出来た化膿部を治す。風湿によ

る痺れ・疼痛を治す。脾の作用高め健

胃。

甘

淡

微

寒
平 燥 降 散
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読み 生薬名 起源 科名 部位 薬効 味 性 補 潤 降 収

ﾗﾝｿｳ 蘭草 ﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ ｷｸ 全草

水を巡らし、利尿、浮腫、唾液過多など

を治す。暑湿による発熱、頭痛、嘔吐な

どを治す。

辛 平 ― ― ― ―

ﾘｭｳｶﾞﾝﾆ

ｸ
竜眼肉 ﾘｭｳｶﾞﾝ

ﾑ ｸ ﾛ

ｼﾞ

仮 種

皮

心を補い気分を落ち着かせ、脾を補い

気を益す。気血を益す。
甘 温 補 平 降 収

ﾘｭｳｺﾂ 龍骨
大 型 哺

乳動物
― 化石

肝の陽気過剰を抑え、めまい、イライラ

感を抑え、気持を和らげる。腎虚を治

す。

甘

渋
平 補 燥 降 収

ﾘｭｳﾀﾝ 龍胆 ﾄｳﾘﾝﾄﾞｳ ﾘﾝﾄﾞｳ
根 ・

根茎

熱性の水滞を冷まし消化管の充血、炎

症、尿道炎、リウマチを治す。肝の熱性

亢進による痙攣・興奮を治す。

苦 寒 瀉 燥 降 収

ﾘｮｳｷｮｳ 良姜 ﾘｮｳｷｮｳ
ｼ ｮ ｳ

ｶﾞ
根茎

腹部の寒を散らし温め、腹痛、嘔吐、水

様便などを治す
辛 熱 補 燥 升 散

ﾚｲｼ 霊芝 ﾏﾝﾈﾝﾀｹ
ｻﾙﾉｺ

ｼｶｹ

子 実

体

神経衰弱、不眠、咳、慢性病への広い

応用
甘 平 ― ― ― ―

ﾚｲﾖｳｶｸ 羚羊角
ｶﾓｼｶの

類
ｳｼ 角

肝の陽気の亢進による手足痙攣、めま

い、頭痛、目の充血を治す。熱を冷まし

高熱時のうわごとを治す

鹹 寒 ― ― ― ―

ﾚﾝｷﾞｮｳ 連翹 ﾚﾝｷﾞｮｳ ﾓｸｾｲ 果実

風熱を冷まし発熱・頭痛・口渇を治す。

熱性の化膿性疾患を治す（皮膚炎な

ど）。

苦
微

寒
瀉 燥 降 散

ﾚﾝｾﾝｿｳ 連銭草 ｶｷｵﾄﾞｼ ｼｿ 全草

利水により急性尿道炎、尿路結石を治

す。湿熱による黄疸を治す。化膿症へ

の応用あり。

微

甘
寒 ― ― ― ―

ﾚﾝﾆｸ 蓮肉 ﾊｽ ｽｲﾚﾝ 種子

脾虚による下痢、食欲不振を治す。腎

虚を治し、遺精、不正性器出血を治す。

心の異常による動悸・不眠を治す。

甘

渋
平 補 燥 降 収

（終わり）


